
2004年出上の木簡

奈
良
・飛
鳥

京

跡

１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
県
高
市
郡
明
日
香
村
大
字
岡

２
　
調
査
期
間
　
　
第

一
五
二
次
調
査
　
一
一〇
〇
四
年

（平
１６
）
二
月
―
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所

４
　
調
査
担
当
者
　
松
井

一
晃

・
十
文
字
健

５
　
遺
跡
の
種
類
　
宮
殿
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
飛
鳥
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

飛
鳥
京
跡
の
発
掘
調
査
は
、　
一
九
五
九
年
の
第

一
次
調
査
以
来
、
継
続
的
に

行
な
わ
れ
て
お
り
、
三
時
期
の
遺
構
が
重
複
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
る
。
古

い
も
の
か
ら
Ｉ

期

・
Ⅱ
期

・
Ⅲ
期
と
呼
ば
れ
、

Ｉ
期
は
舒
明
の
飛
鳥
岡
本
宮
、

Ⅱ
期
は
皇
極
の
飛
鳥
板
蓋
宮
、

Ⅲ
期
は
斉
明

・
天
智
の
後
飛
鳥

岡
本
宮
、
及
び
天
武

・
持
統
の

飛
鳥
浄
御
原
宮
と
推
定
さ
れ
て

い
る
。
中
で
も
、
Ⅲ
期
遺
構
は

そ
の
様
相
が
最
も
明
瞭
で
、
内

郭
と
そ
の
南
東
の
エ
ビ
ノ
コ
郭
と
そ
れ
ら
を
取
り
囲
む
外
郭
か
ら
構
成
さ
れ
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
外
郭
は
部
分
的
な
調
査
し
か
行
な
わ
れ

て
お
ら
ず
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
不
明
な
部
分
が
多
い
。

第

一
五
二
次
調
査
は
、
外
郭
に
関
す
る
遺
構
、
特
に
そ
の
北
限
の
検
出
を
目

的
と
し
た
学
術
調
査
で
あ
る
。
調
査
地
は
、
飛
鳥
川
東
岸
に
広
が
る
南
東
か
ら

北
西
に
ゆ
る
や
か
に
下
る
平
坦
地
に
あ
り
、
Ⅲ
期
遺
構
の
内
郭
部
分
と
飛
鳥
寺

と
の
間
に
位
置
す
る
。

今
回
の
調
査
で
は
、
飛
鳥
京
跡
の
北
限
を
示
す
遺
構
は
検
出
さ
れ
な
か
っ
た

が
、
宮
中
枢
の
北
部
の
状
況
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
検
出
し
た
主
な
遺
構
は
、

石
組
溝
Ｓ
Ｄ
〇
三

一
五
と
そ
れ
に
平
行
す
る
掘
立
柱
塀
Ｓ
Ａ
〇
三

一
六
、
そ
れ

ら
の
直
上
を
覆
う
礫
敷
Ｓ
Ｘ
Ｏ
三

一
四
で
あ
る
。
Ｓ
Ｄ
Ｏ
三

一
五
は
北
流
す
る

南
北
溝
で
、
上
面
の
幅
約

一
。
人
ｍ
底
幅
約

一
。
一
ｍ
深
さ
約
○

・
六
―
○

。

人
ｍ
を
測
り
、
断
面
は
逆
台
形
を
呈
す
る
。
石
組
は
、
約
○

。
ニ
１
０

・
六
ｍ

の
花
両
岩
を
三
段
積
み
上
げ
た
も
の
で
、
底
に
は
石
を
敷
か
な
い
。
溝
の
築
造

時
期
は
明
ら
か
で
な
い
。
出
土
土
器
が
最
下
層
か
ら
最
上
層
ま
で
全
て
飛
鳥

Ⅳ

・
Ｖ
期
の
も
の
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
溝
は
宮
廃
絶
後
、
程
な
く
埋
没

し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ま
で
に
飛
鳥
京
跡
の
調
査
で
確
認
さ
れ
て
い
る
溝

で
も
最
大
級
の
規
模
で
、
飛
鳥
京
内
の
水
を
集
め
て
飛
鳥
川
に
排
水
す
る
基
幹

排
水
路
の
一
部
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

木
簡
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｏ
三

一
五
の
堆
積
上
の
う
ち
、
最
下
層
の
有
機
物
が
部
分
的

に
集
中
す
る
砂
層
か
ら
四
二
五
点

今
つ
ち
削
婿
四
〇
六
占
ё
出
土
し
た
。
共
伴
す

(吉野山)



一

る
文
字
資
料
と
し
て
墨
書
土
器
と
刻
書
土
器
が
あ
る
。
墨
書
は

「水
」
が
三
点
、

「水
取
」
が

一
点
あ
る
。
「水
」
は

「水
取
」
の
省
略
と
考
え
ら
れ
る
。
刻
書

は

「岡
本
」
で
あ
る
。
尾
張
地
方
に
類
例
が
あ
り
、
生
産
地
を
示
す
可
能
性
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
本
簡
出
土
層
と
同

一
層
か
ら
は
、
定
木
な
ど
の
木

製
品
、
種
子
な
ど
の
自
然
遺
物
が
多
量
に
出
土
し
て
い
る
。
特
に
定
木
に
つ
い

て
は
、
飛
鳥
時
代
の
も
の
と
し
て
は
初
め
て
の
完
形
品
で
、
当
該
期
の
文
書
形

態
を
解
明
す
る
上
で
重
要
な
資
料
と
い
え
る
。

飛′鳥京跡第152次調査遺構図

SD0315出土定木 (数値は単位cm)
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者日
□

大□
国
原
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丁
日
国

・
野
野
□
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之
之
之
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之
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□

・
□
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之
之
□
□

小
建

佐
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□
乙
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Ｏ
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μ
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牌
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Φ
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Ｏ
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Ｏ
Φ
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Φ
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大
□

得国
人

一
口〔侍

力
〕

志
□
□

⑭
　
・
頓
首
謹
白

亀
回
□
寺
寺
寺
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（，こ
Ｘ
こ
溢

ｏ餡

木
簡
は
ほ
と
ん
ど
が
削
暦
や
細
片
で
あ
る
。
０
は

「評
」
字
の
上
に
文
字
は

記
さ
れ
て
い
な
い
。
⑫
⑬
は
直
接
に
は
接
続
し
な
い
が
同

一
木
簡
の
断
片
で
あ

る
。
表
裏
に
墨
書
が
あ
る
が
、
厚
さ
一
剛
足
ら
ず
で
、
削
暦
の
両
面
に
小
さ
な

文
字
で
習
書
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
側
の

「小
建
」
は
天
智
三
年

盆
ハ
六

四
）
か
ら
天
武

一
四
年

全
ハ
八
五
）
ま
で
施
行
さ
れ
た
冠
位
の
一
つ
で
あ
る
。

四
は
前
白
木
簡
の
断
片
で
あ
ろ
う
。

９
　
関
係
文
献

奈
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原
考
古
学
研
究
所
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